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シンポジウム「北海道草地研究の新たな挑戦」

はじめに一主催者あいさつ一

北海道草地研究会会長 (北海道農業研究センター) 山口秀和

相筋萱の飼半牲産や草袖の研究6J'-g号で、いろんな新しい取

り組みが始まっています二それを紹介してもらい、今後の北

海道の草地研究の取り組むべき課題を考えましようという

意図です。

1つ目は新しいマメ科牧草が話題ですユ

相筋萱の草地は大半が混揺であります。混播草地の生産性

をあげていくことは北海道の酪農にとって大きな課題かと

思います。マメ科牧草は栄謝句あるいは収量への寄与は制面

されているものの、割合の変動そう主続限IJ用の困難さが指摘'

されています。こうした問題長の角軟に新しいマメ科牧草の

ガレガがどのように利用していけるかは、注目して良い課題

であります。

2番目は、トウモロコシの省力的な耕音法が話題です。ト

ウモロコシは高栄養・多収の飼料作物でありますが、多労で

あるため耕音面積は減少を続けています。最近では、畑作地

帯の酪農だけでなく草地酪農地帯においても関心が高まっ

ているときいていますユ北海道の飼米主基盤を支えていくうえ

でトウモロコシの省力生産は実現していくべき課題であり

ます。

3番目は、消費者を意識した有機畜産物の生産をめざした

聯且みが話題です。有機農作物への関心が高まり、酪農での

取り組みが始まっています。生産としてはわずかと考えられ

ますが、消費者の要望に応えていく課題でもあり、研究サイ

ドからどんな取り組みが必要になっているので、しようれ

4番目は、水田でのエサの生産が話題です。事務局で相談

していた時には「水田は草耳切開会の対象か?J rいや対象

は広く考えたほうがいいだろう。」という論議もしました。

勺水田も飼米主主産の場と考えれ悶肝究会の範囲で、しよう。補助

金のサポートもあり本州|では5千haを超す作付けがあり

ますが、オ凶筋萱i土木JiI、!とI堪って帯臨盤に恵まれるとし、う

条件もあり、お筋萱ならでは州立置づけ・取り組みもありう

るかと思います。

以上、 4つの発表をいただいて質疑、論議を行います。 ト

ヒ。ツク的にとりあげましたので、一つ一つの言鰭は関車はあ

りませんが、草地研究の新しい取り組みの出発となるような

…活発な議論をお願い致じます二ー
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